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6 月７日(水)～９日(金) 

 

6 月８日(木) 

信州大学 ～学びの連続性～      (３年・理系生徒) 
今回の講義では、実際に大学で行われる講義形式で高校生向けの

内容にして行われました。水力発電についての内容でしたが、力学
的エネルギーを応用して考えることができ、高校で得た学びが大学
でも生きるという実感が得られました。この講義を受けて、受験勉
強により一層力を入れ、高校の学習を定着させようと刺激を受けた
講義になりました。 

愛知県立大学 ～看護師になりたい！大学と専門学校どっちにする？～      

(３年・文系生徒) 

 私は中学生の頃から看護師になりたいと考えており、大学に行くか、専門学

校に行くか悩んでいました。今回の講義を受け、大学では何を学ぶか、何が大

切なのか、卒業後の進路など様々なことが知れて大学に行きたいと感じるよう

になりました。看護師は人の命に関わる仕事なので、責任が伴う一方でとても

やりがいのある仕事だと思っています。今回の講義を生かして将来の目標に向

けて大学合格できるよう、頑張ろうと思えた時間になりました。 

 

6 月９日(金) 

6 月 9 日に 1 年生は明治村を訪れました。村内ではクイズラリーへの挑戦や、様々な建築物

の鑑賞を経て、明治の歴史や文化について学びました。また、明治時代の服装やグルメを楽し

み、クラスメイトとの親睦を深めることができました。 

３年生は遠足で長島スパー

ランドに行きました。 

 

6 月９日(金) 

３日間で、広島では厳島神社、原爆資料館を訪れ、神戸で

は自由散策とディナークルーズを経験。大阪では USJ で１日

過ごし、大満足の３日間でした。 

「歴史の重みに触れて」                （二年四組 吉永梨乃） 

 私は修学旅行で大きく二つのことを学びました。 

 一つ目は、歴史を大切にするということです。神戸の北野異人館では、白とグリーンを組み合わせ

た美しい西洋の建物を、当時と同じ姿で見ることができました。街全体で文化財を守り、歴史を紡ぐ

ことは素晴らしいと思いました。 

 二つ目は、平和の大切さです。広島の平和記念資料館では、改めて原爆の悲惨さを身に染みて感じ

ました。教科書で見るよりもリアルな被爆者の方々の姿に心が痛み、二度と繰り返さないためにも、

いま一度平和について考える機会が必要だと思いました。 

 この三日間が充実したものになり、うれしく思います。修学旅行で学んだことを日々の生活に生か

していきたいです。 

～大学出前講座とは～ 
３年生を対象に、文系理系合わせて 1１の学問分野の大学

の先生をお招きして、出前授業を行っていただきました。大
学での「学び」に触れる貴重な機会となりました。 


